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1 
ある推定によれば，現在，世界全休のあらゆる種類の非燃料鉱物資源の消
費積算総量のうち約7割が先進資本主義諸国の消費分だという。一方，資源
の産出量でみれば，それら諸国が世界に占めるシェアは45%。したがって，
先進資本主義諸国は，所要の非燃料鉱物資源中，世界消費量の4分の1に相
当する部分を「第三世界」や社会主義圏に依存している勘定になる。しか
も，既知の埋蔵量に占める西側先進諸国の比率は35彩で，産出高の場合の数
値よりまだ一回り小さいのであるから，その外部世界に対する依存度は今後
(1) 
いっそう高まらざるをえないものと思われる（第1図）。
こうした状況が基底にあってのことであるが， 1970年代の末葉頃から先進
資本主義諸国の政府や産業界の間で，「鉱石ショック」ないし「メクル・シ
ョック」の発生を憂慮する声がにわかに高まりだした。近い将来に非燃料鉱
物資源，とくに金属鉱物資源の供給の中断や急激な価格騰貴に見舞われる危
険度が増している，もしそうなれば西側先進世界がこうむる経済的・軍事的
打撃はかのオイル・ショックに勝るとも劣らない深刻なものになるにちがい
(1) B. 0. Szuprowicz, How to Avoid Strategic Materials Shortages, 1981, 
p.2. 
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第1図 鉱物資源の世界埋蔵量，世界生産量，世界消費量に占める
3つの国家グループのシェア
既知の
埋蔵量
23% 
35% 
I 
42% I 
`｀ 
ヽヽ
＼ 
ヽ
I 
世界の
生産量
25% 
45% 
半—+、
＼ 
ヽ
ヽ
I 30% I‘、ヽヽ
世界の
消費量
25% I 社会主義諸国
I 69% I 先進資本主義諸国
、丘汁
発展途上諸国
（出所） B.0. Szuprowicz, How to A11oid Strategic 
Materials Short喧es,1981, P-17. 
ない，というのである。
念のために言っておくが，近年関心の的とされているのは俗に「レアメク
ル」と称される一群の希少金属資源であって， 100種をこえる非燃料鉱物資
源全般なのではない。構造材として広範かつ大量に使用されている鉄，銅，
アルミニウム，亜鉛，鉛等の「ベースメクル」ではなくて，金，銀，白金，
チクン，クングステン，コバルト，クロムを除けばあまり名前を知られてお
らず，世界の鉱物生産総額に占める比率はごく小さく，また国際貿易統計に
おいては「非鉄金属類」とか「その他鉱物・鉱石」とかの項目で処理される
ことの多いレアメクルこそが，いまや石油問題とならぶ「もう 1つの資源問
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(2) 
題」の立て役者と観念されるようになっているのである。思い起こせば，
OPECが1973年秋から翌年にかけての「石油戦略」の行使を通じて原油の
価格および生産量の決定権を獲得するのに成功した直後，その他の一次産品
生産諸国がそれにならって相次いで「生産・輸出国同盟」の結成・強化に動
いたことがあった。ちなみに金属鉱物関係では，すでに1968年に誕生してい
た銅輸出国政府間協議会 (CIPEC)が輸出量の削減によって価格引き上げを
はかる行動に出たほかに，ポーキサイト，鉄鉱石，水銀，クングステンに関
する生産国同盟の発足をみた（第1表）。詳細は別な機会に譲らざるをえな
いが，クングステンのごときレアメクルもそうした「資源ナショナリズム」
の波の洗礼を受けたとはいえ，当時にあって問題視されたのは主要にはペー
スメクル類だったということを，それゆえレアメタルがスボット・ライトを
第1表 一次産品に関する主な生産国同盟の概要
| 銅 |ポー キサイト 1 鉄鉱石 I 水 銀 l天然ゴム
I CIPEC I IBA j AIOEC I IGMPC I ANRPC 
組織名 儒開醤棗） （虚贔益り（魯翡9)（委患生皐町（歪負社判
結成年月 1968年5月 ？翌四 11975年4月 1974年5月 11970年10月
＜本 部＞ ＜パ リ＞ J- <ジュネプ＞ ＜ア9レジェ＞ ＜クンアプ-ラ9らレ〉
く6カ国＞ <10カ国＞ <10カ国＞ く6カ国＞ く7カ国＞
ザンピア，ザイ オーストラリ オーストラリ イクリア，スペマv-ジア，ィ
ール~，チリ，ペァ，ジャマイカ， ァ，ア9レジェリ イン，ュー ゴス ンドネジア，ク
Iレ一，ィンドネ スリナム，ガイ ァ．，チ．リ，イン ラビア，メキシ ィ，シンガボ-
参加国 シア，＊-スl-アナ．ハイチ， ド，モー リク＝ コ，アJレジェリ lレ，スリランカ，
ラリア，その他 ドミ＝ヵ，ギ＝ ァ，ぺ,1,-,ジァ， 卜Iレコ。 インド，パプア・
準加盟国としてァ，ガー ナ，ジ ェラ• V オー ＝ュー ギ＝ア。
パフ゜ ア・＝ュー ェラ・レオー ネ，ペネズェラ，
ギ＝ア。 ネ．ュー ゴスラ チュ＝ジア．ス
ピア。 ウェー デン。
（蝉生産界ジ比ェ•ア%） | (75年） 36I (73年） 69I (73年） 33| (72年） 49I (75年） 89
（痒輸出界ジ比ェ・ア％） I (~)481 (72年） 89I (72年） 64I n.a. I (~) 93 
（出所）日銀調査局r調査月報J1978年2月号， 12ペ-ジo
(2) Ibid., p. 17. 
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あぴる最近の状況は歴史上かつてなかった目新しい事態だということを，ま
ずもって確隠しておきたい。
ベースメクルに対する先進資本主義諸国の関心が薄らいだのは，各生産国
同盟が OPECのような顕著な力能を有さない事実が次第に明らかになり，
少なくともさしあたりは，それら諸国としても供給不安など抱かなくてすむ
見通しが立つまでになったからであった。たとえば銅の場合には，アルミニ
ウムによる代替の可能性，循環利用の容易さ，有力な産銅国であるカナダや
南アフリカ共和国のCIPECへの不参加，といった生産国カルテルの力を減殺
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第2図 主要ペースメクルの実質価格の推移
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（注）各商品の価格指数を先進国の輸出価格指数で除して算出。
（出所）第一勧業銀行『DKB調査月報』1980年4月号，6ページ。
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する諸事情が存在したし，鉄鉱石だと鉄鉱石輸出国連合 (AIOEC)内での先
進国と発展途上諸国との利害対立，ボーキサイトだと買い手側の力の強大さ，
(3) 
が生産国カルテルの実効性にとって大いに災いした（原油に比しての主要べ
ースメクルの実質価格の停滞ぶりをみよー第2図）。後回しになったが，こ
うした話をもちだしたのは，それを裏返しにすれば今日レアメタルに注目が
集中している理由の見当がある程度つく，と考えてのことにほかならない。
ついでにもう 1点。いまでは広く知られている通り（当然ながら小論の書
き出しもその線に沿っている），いわゆる「資源問題」が意味するのは，基
本的には，鉱物資源を大量に消費する先進工業諸国が生成条件に規定されて
地理的に偏在している資源を安定的に入手する上での各種困難（ないしその
予測）の強まり，換言すれば「国際政治・経済関係の中での危機」であっ
(4) 
て，地球上に賦存する天然資源の「物理的枯混の危機」ではない。地殻に含
まれていると推定される窮極資源量はきわめて大きく， どの主要鉱物であ
れ，かりに世界の生産量が第二次大戦後30年間の平均伸び率でずっとふえ続
けると仮定した場合でも，数百年間は需要を満たすに十分だとみてよい（第
2表）。既知の埋蔵量にもとづく計算だと自ずと様相は変わるが；それでも
生産培加率の持続をみこんでもなお，大半の鉱物は70年代央の時点で25年以
上の平均余命を示していた（第3表）。実際には， 新鉱脈の発見や採掘技術
・低品位鉱の処理技術の発達による可採鉱量の追加，資源価格上昇や工業生
産の沈滞に起因する資源需要の低迷， スクラップの回収利用，代替物資の開
発等の諸要因の作用が加わるので，それらも考慮すれば，絶対的枯渇がさし
迫った問題になっている鉱物などはないと言って大過ない。第3表をみれ
ば，総じてベースメタルの平均余命の方がレアメタルのそれより短いが，に
もかかわらずレアメタルこそがメタル・ショックのありうべき震源地と目さ
れているその事実は，物理的・絶対的枯潟を資源問題の核心とみなす立場の
不当さを教えてやまない。
(3) 「OPECと第三世界」第一勧業銀行「DKB調査月報」 1980年4月号。
(4) 播里枝・浦野起央絹「国際関係論講義」青林書院新社， 1974年， 206ペー ジ。
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第2表主要鉱物の究極資源量乎均余命
究資源量極•l 1産の（9メ7年量2ー~平ト7均4ル年生・ 
1947~74 
鉱 物
4つの増加率別乎均余命bl
年均加生率の年産平増
（メー トル・ 0% 2% 5% 10% トン） トン） （％） 
アルミニウム 2.0X1018 12.ox106 166.0X109 1,107 468 247 9.8 
アンチモニー 14.9X 1012 70.0X103 214.0X1Q6 771 332 177 2.4 
バリウム c) 9.4xl015 2.4x106 4.0Xl09 918 392 208 4.1 
クロムd) 2.6X1Q15 2.1x106 1.3 X 109 861 368 196 5.3 
コバルト 600.0Xl012 25.3X103 23.8Xl09 1,009 428 227 5.8 
銅 1.5 X 1015 7.Ox106 216.0X 106 772 332 177 4.8 
金 84.0X109 1.3x 103 62.8Xl06 7P9 307 164 2.4 
鉄 1.4X1018 0,5X109 2.6Xl09 898 383 203 7.0 
鉛 290.0X 1012 3.5x106 83.5Xl06 724 313 167 3.8 
マグネシウム e) 672.0Xl015 5.lxl06 131. 5 X 109 1,095 463 244 7.7 
マンガン” 31.2 X 1015 10.1x106 3.lxl09 906 386 205 6.5 
水銀 2.1 X 1012 9.4x103 223.5xl06 773 333 178 2.0 
モリプデン 31.2X1012 71.6x103 436.0X106 807 346 185 7.3 
ニッケル 2.1x1012 0.7x106 3.2Xl06 559 246 133 6.9 
白金 1.1 X 1012 o.2x103 6.7Xl09 944 402 213 9.7 
銀 1.8 X 1012 9.3x103 194.2X106 766 330 176 2.2 
すず 40.8X1012 o.2x106 172.2X106 760 327 175 2.7 
チタン・） 153.6Xl015 1.2x106 124.0x109 1,092 462 244 9.5 
クングステン 26.4X 1012 39.0X 103 677.2X106 829 355 189 3.8 
バナジウム 3.4Xl015 15.7X 103 213.8X109 1,120 ~73 250 11.1 
亜鉛 2.2X1015 5.6Xl03 398.6Xl09 1,151 486 256 4.7 
（注） a) 鉱物の究極資源量は， 1メートル・トンあたりに含まれるその鉱物の
グラム数X地殻の総重量 (24X 1018)メートル・トンによって計算さ
れている。それは地殻に基礎をおくこの鉱物の量を反映している。
b) 平均余命の数値は究極資源量と年平均生産量のデータが四捨五入され
る前に計算された。
C) 生産量の数値は精鉱が94％のBaS04を含むと仮定している。
d) 生産量の数値は精鉱が46％のクロムを含むと仮定している。
e) 地殻の総量は LeeとYaoのデークから計算された。
f) 生産量の数値は精鉱が46％のマンガンを含むと仮定している。
g) 生産量の数値はチクン鉄鉱の精鉱が60％の Ti02を含むと仮定してい
る。
（出所） M. Tanzer, The Race for Resoztrce, 1980.（蕗谷硯児，蔵本喜久訳
「資源戦争」大月書店， 1982年， 35ペー ジ。）
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第3表 主要鉱物の世界埋蔵量平均余命
埋蔵量b)
1産の97量年2~平b) 7均4年生
4つの命増加率別 1947~74 
鉱 物•) 平均余 c) 年均増の（％年加）平率
1974年 0% 2% 5% 10% 
アンチモニー(Sb) 4.2x106 70.0Xl03 60 40 28 20 2.4 
バライト (BaS04) 181.4X 106 4.3Xl06 42 31 23 17 4.1 
ポーキサイト d)（鉱石） 15.7x109 69. 7X 106 226 86 51 33 9.8 
クロム（鉱石） 1. 7X 109 6.5x1Q6 263 93 54 35 5.3 
コバルト (Co) 2.4X 106 25.3xl03 97 54 36 25 5.8 
銅(Cu) 390.0xl06 7.0x1Q6 56 38 27 20 4.8 
ダイアモンド（工業用） 680.0x106 31.4X 106 22 18 15 12 5.4 
金(Au) 4.0x104 1.3 X 103 30 24 19 15 2.4 
チタン鉄鉱e)（精鉱） 516. 9 X 106 3.4x 106 150 70 44 29 9.5 
鉄(Fe) 87.7Xl09 0.5XlQ9 167 74 46 30 7.0 
鉛(Pb) 145.1 X 106 3.5X106 42 31 23 17 3.8 
マグネシウムl(Mg) 5.1 X 106 7.7 
マンガンg)（Mn) 1. 9 X 109 l0.1x106 190 79 48 31 6.5 
水銀(Hg) 182.3 X 103 9.4XlQ3 19 17 14 11 2.0 
モリプデン(Mo) 5.0 X 106 71.6Xl03 70 44 31 22 7.3 
ニッケル(Ni) 44.4xI06 0.7Xl06 67 43 30 22 6.9 
白金族（金属） 1.9X 104 o.2x103 117 61 39 27 9.7 
銀(Ag) 1,9X 105 9.3x1Q3 20 17 14 12 2.2 
すず(Sn) 9.9 X 106 o.2x106 42 31 23 17 2.7 
クングステン (W) 1.6 X 106 39.0 X 103 42 31 23 17 3.8 
バナジウムh)(V) 9.7x106 15.7X 1Q3 462 131 71 43 11.1 
亜鉛(Zn) 118.8X 106 5.6x1Q6 21 18 15 12 4.7 
（注） a） 鉱物名のあとの括弧内の表記は，埋蔵量と生産量の値が実際に何によ
って尺度されているかをホす。たとえば， 銅の場合は含有金属(Cu)
で尺度され，ホ•,ーキサイトやクロムの場合は鉱石で尺度されている。
b) 単位はダイアモンドを除きすべてメートル・トン，ダイアモンドはカ
ラット。
C) 平均余命の数値は埋蔵量と年平掏生産量のデークが四捨五入される前
に計算された。
d) アルミニウム含有52彩以上の鉱石だけを示す数値。
e) 非社会主義諸国だけの数値。
f) 生産量の数値は1973年と1974年のデータに基づく。マグネシウムの埋
蔵量は巨大で，平均余命は世紀数で表わされる。
g) 精鉱は生産量の数値で46彩，埋蔵量の数値で35%のマンガンを含むと
みなされている。
h) 生産量の数値は1972年と1973年のデータに基づき，非社会主義諸国だ
けの産出量を示す。
（出所） 前表に同じ，邦訳書， 33ペー ジ。
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以上の点をふまえた上で，この後，レアメクルをめぐる問題状況の概要を
明らかにする作業をおこなうものとする。
2 
レアメタルとは，その呼び名のごとく，希少な金属を指している。すなわ
ち，地球上における賦存量がごく少ない金属であるか，または賦存量は多く
ても濃縮された経済性のある鉱石が少なかったり，あるいは化学的・物理的
な抽出が困難であったりするために，きわめて少量しか生産されえない金属
(5) 
であるか，のどちらかである。
主だったレアメクルの主要用途は，第4表に一括して示されている。耐腐
蝕性や耐熱性の強さ，融点の低さ，比重の小ささ，磁性体，半導体など，ベ
ースメタルにはないそれぞれの特性を有する金属材料が，中間素材あるいは
蝕媒素材の形態で，エレクトロニクス，原子力，航空•宇宙，石油化学等の
先端技術産業を支えている関係がうかがわれよう。鉄が「産業の米」だとす
(6) 
ればレアメクルは「産業のビタミン」だ，と比喩的に語られるゆえんである。
レアメクルを用いて作られる特殊鋼，セラミックス，粉末冶金製品，磁性
材料等があってはじめて，ハイテクノロジー製品の製造が可能になっている
のであるが，そのハイテクノロジー製品は軍事領域に応用されるケースが非
常に多い。というより，たとえば軍用機の性能を向上させる必要がチクンの
使用を導いたように，兵器革新目的に沿って次々に新素材の開発が進められ
(7) 
てきた側面の方がむしろ主だと考えられる。レアメタルが軍事装備にいかに
利用されているのかは，第5表をみてほしい。
繰り返すが，高性能兵器の生産に欠かせない重要金属類は，ハイチクノロ
ジー産業が必要としているそれらと基本的に重なりあっている。これを言い
(5) 矢野俊比古・天谷直弘監修「エネルギーの安全保障と経済性」第一法規出版，
1984年， 176-177ペー ジ。
(6) 同上， 176,185ペー ジ。
(7) 倉井武夫「戦略物資と多国籍企業」産業能率大学出版部， 1981年， 2ペー ジ。
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第4表主なレアメタルの用途
金 属 名 主 な 需 要 分 野
二 ツ
ケ ル 特殊鋼，自動車，電気器具， IC，事務機器，発電機器などの
電子材料，磁性材料等
ク ロ ム 金属加工機械，建設機械，精密機械，車両，造船，繊維機械な
どの特殊鋼（構造用合金）
タングステン ドリル，カッター，自動車部品，航空機部品，鉱山機械などの
高速度鋼，超硬工具電子材料等
コバル ト ジェット・エンジン，音響機器，電子機器，鉱山機械などの特
殊鋼，磁性材料等
モリフ・プーン 造船，輸送機器，金型，加工用刃物，一般刃物，電気部品など
の特殊鋼（構造用合金鋼等）
夕 ン タ ル 切削工具バイト，カックーなどの超硬合金，電解コンデンサ
ー，電子管材料
ニオプ 1（コロンビウム） 超電導材，航空機，ヒーター，ステンレス鋼等
マン ガ ン 鉱山・船舶機械用材料，土木・建築材料，化学工業用機械，切
削加工材料，電池等
白 金 ハイオクタンガソリンや各種工業処理の触媒，雷管，電気機器
用接点，白金合金，宝飾等
パラジウム 1自動車排ガス用触媒，電気機具用接点，白金合金，宝飾等
ストロンチウム 1カラーテレビ用プラウン管，永久磁石
アンチモン 自動車用バッテリー，樹脂難燃剤（自動車内装， TV外わく，
被覆電線）等
パナジウム 1特殊鋼（高張力大口径管），超電導用，工具用鋼
シ リ コ ン アルミ合金，シリコン樹脂，半導体
ゲルマニウム 半導体，触媒，光学機器
チ 夕 ン 航空機，港水艦，原子力発電設備，化学プラント，塗料等
（出所） 「世界週報」 1983年1月25日号， 15ベー ジ。
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第5表 レアメクルの軍事的用途
弾 装 銃 ヘ ヘ ジ ミ 核
工
リ Jレ ツ 反甲 卜 サコ メ . 応
鋼 プ 工 イ
ツ 装ク ンジ
薬 板 身 I 卜 ン Jレ 置
アンチモン IIO I I I I I I I I 
ベリリウム|01I I 1°11°1°1°1 
ク ロム IIO 1-0 IO I I IOI I I 
コバルト|0I I I I I IO I I 
口
ケ
ツ
卜． 
モ
1 
ク
1 
コロンビウム|0I I I I I IOO I 1°
マンガン II I I I I I I I I 
モリプデン II I I I IOI I I 
ニッケル|011°1°1 I 1°1 I 1° 
クンタル|0I I I I I I I I I 
チク ン|0I I I I IOIOI I I 
タングステン|0I I I I I I I IO0 
バナジウム|0I I I I IOI I IOI 
（出所） B. 0. Szuprowicz, op. cit., p. 20. 
衛 造 ス 潜
テ
ン
水
レ
ス
星 船 鋼 艦
I 
I I I 
I IOI 
I I I 
I IOI 
I OI 
IOI I 0
I IOI 0 
0I I I 
I I I 
I IOI 
I I I 
換えると，もしレアメクルの安定的確保が阻害される事態になれば，先進工
業諸国は．，先端技術産業を維持しえなくなるばかりでなも同時に兵器開発・
•生産の面でも重大な支障をきたすはめにならざるをえない，ということで
ある。・だとすれば，それら諸国が自らの経済的安全保障ならびに軍事的安全
保障に直結する要因と考えて，レアメクルに熱い視線を注いだとしても，何
の不思議もないというものであろう。
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3 
レアメクルの消費に関する統計には不備ないし．意識的な秘匿が目立つが，
それでも，アメリカを筆頭とする西側先進諸国およびソ連によって世界の消
費総量の大部分が占められている事実，またレアメタルの場合には先端技術
産業の国際的配置を反映してベースメタル以上に少数の国に消費がかたって
いる事実，を確認する程度であれば別に不便はない（第6表）。
一方，レアメタルの賦存はベースメタルに比していっそう偏在しており，
第7表に載せられている26鉱種について言えば，世界の埋蔵量の5割以上が
(8) 
上位5カ国に集中しているものが実に23鉱種を数える。南部アフリカ地域が
「鉱物資源のサウジアラビア」という異名にふさわし<,クロムの埋蔵のほ
ぼ全部，白金族金属の8割以上，コバルトの3分の2, マンガン， クンク
ル，バナジウムの5割前後を有していることも，同表から読み取れる。な
ぉ，レアメクルの生産状況は，続く第8表の通り。クロム，マンガン，白金
族金属等における南部アフリカのシェアが前表の数字よりずっと小さくなっ
ているが，これは現在でも著しい先進工業諸国わけても西側先進諸国の南部
アフリカヘの依存が，今後いよいよその度合いを強めていく可能性を示唆し
ている。
先進工業諸国が自らの消費する金属鉱物資源のうちのどれだけを輸入で賄
っているのかは，第9表から知られる。社会主義諸国と比較しての西側先進
諸国の輸入依存度の高さが印象的である。とりわけレアメクルについては西
側諸国の対外依存は決定的で，西欧諸国や日本よりもまだしも状況がましだ
と言えるアメリカでさえ，マンガンの98%，コバルトおよびクロムの90%,
(9) 
白金族金属の89%(1979年）を輸入に頼っている。主要な輸入先は南部アフ
リカであるが，なかでも南アフリカ共和国の比重が大きい。先進資本主義各
(8) 矢野・天谷監修，前掲書， 178ペー ジ。
(9) "How We're Fixed for Strategic Minerals", Fortune, Feb. 9, 1981. 
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第 6表 主要金属の消費量と上位5カ国の消費割合
1979年の 第1位～第5位消費国が世界消費量に占める割合（％）
鉱種名
消費量 第 1位 第2位 第3位 第 4位 第5位
粗鋼 743 共産圏 アメリカ 日 本 西ドイツ フランス（百万トン） (34.5) (16.6) (15.0) (6.3) (3.1) 
銅 （千9ト,8ン00） アメリカ ソ 連 日 本 西ドイツ イギ(5リス(22.1) (13. 9) (13. 6) (8.1) .1) 
アルミニウム 15卜,989 アメリカ ソ 連 日 本 西ドイツ フランス（千ン） (31. 3) (11. 7) (11.3) (6. 7) (3. 7) 
亜鉛 （千6ト,30ン7） ソ 連 ア
メリカ 日 本 西ドイツ フランス
(15. 9) (15. 8) (12. 3) (6.6) (4. 5) 
すず 234 アメリカ 日本 ソ連 西ドイツ イギ(5.リ6)ス（千トン） (21. 9) (13.1) (10.3) (6. 5) 
クロマイト （千7ト,366 南アフリカ ソ 連 アメリカ 8 本 西ドイツン） (28. 8) (25. 5) (12. 2) (12.2) (5. 6) 
タングステン 34（ト,811 アメリカ ソ 連 日 本 中 国 イギ(5.リ2)ス・ン） (21. 6) (20.5) (6. 7) (6.4) 
モリプデン 87 アメリカ 日 本（千トン） (33. 3) (12.6) 
ニッケル 783 アメリカ 日 本 ソ 連 西ドイツ フランス（千トン） (23.4) ― (16. 9) (16. 6) 、(9.9) (5. O) 
コバルト 2（2ト,3ン70） ザイール ソ 連 日 本 フィンランド フ
ランス
(58. 7) (8. 7) (8. 3) (4.1) (3.6) 
パナジウム 1（3ト,2ン00） アメリカ 日本 西ドイツ スウ(ェ4ー.7デ)ン(34.5) (19. 2) (7.3) 
ゲルマニウム 58 アメリ2)カ 日本 西ドイ．ツ フラン(1ス7・.イ6ク)リア イギ(5リス（トン） (34. (22. 3) (18. 7) .7) 
リチウム 5,681 アメリカ ヨーロッパ ソ 連 日 本（トン） (41.4) (18. 2) (16. 5) (7. 8) 
ニオブ （7ト,3ン56） ヨーロッパ アメリカ 日 本 プラジル イ
ギリス
(39. 3) (25. 8) (19.2) (9. 2) (6.4) 
セレン （1ト,180 アメリカ イギリス 日 本 フランスン） (34) (18) (16) (4) 
シリコン 252,800 ヨーロッパ アメリカ 日 本（トン） (40. 9) (40. 0) (18. 5) 
クンタル 1,133 アメリカ ヨーロッパ 日 本(tン） (75. 0) (13.6) (11.4) 
チタリウム 1,935 アメリカ ヨーロッパ 8 本（千トン） (36.4) (30. 0) (6. 7) 
ジルコニウム 385 アメリ7)カ 日本 イギリス
イクリア フランス
（千トン） (37. (23.1) (10. 9) (10. 1) (9. 9) 
白金族 163 アメリカ 日 本（トン） (42.9) (;'l5. O) 
（出所）加藤英明，ケネス・エーデルマンr鉱物資源戦争J学陽書房， 1982年，8-9ペー ジ。
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第 7表主要レアメクルの埋蔵状況 （単位：％）
鉱種名 上 位 5 ヵ 国 名 上ェカ位国アシ5南フシ部ェリアカ共ゾ産ェ圏ア
アンチモン I中国，ボリビア，南ア，ソ連，メキシコ 76.91 7.31 59.4 
ペリリウム 1プラジル，インド，ソ連，アメリカ，アルゼン 83,11 14.11 16.0 チン
ビスマス 日本（？），ォーストラリア，ボリ・ピア，アメリ 66.3「-| 6.3 力
ク ロ ム 南ア，ジンパプエ，フィンランド，ソ連，インド 98.71 97.~ 0.6 
コバルト ザイール，ザンビア，ソ連，キューバ，フィリ 88. 1! 66.21 17.0 ピン
二 オ ブ ご）：ジル， ソ連，カナダ，ナイジェリ・ア，ザイ 100.ol 刈 16.7
ガリウム アフリカ．オセアニア，ョーロッパ，北アメリ 釘．41 40:51 -カ，南アメリカ
ゲルマニウム アフリカ．ョーロッパ，北アメリカ 100.01 54.51 -
金
南ア，ソ連，アメリカ，オーストラリア，フィ 85.0| 52.4| 24.o リピン
インジウム カナダ，アメリカ，ソ連，ペルー，オーストラ 40.oJ - I 10.0 リア
リチウム チリ，アメリカ，カナダ，ザイール，ソ連・ 98.31 10.81 8.5 
マンガン ソ連，南ア，ォーストラリア，ガポン，プラジ 95.21 58.41 26.9 Jレ
水 銀 スペイン，ソ連，ューゴスラビア，中国，アメリカ，イクリア 81.3| - | 33.4 
モリプデン アメリカ，チリ，ソ連，カナダ，ペルー，中国 49.sl - I 7.2 
ニッケル ニューカレドニア，カナダ，インドネシア，フ 11.31 - I 19.2 ィリピン，オーストラリア
白 金 族 南ア，ソ連，カナダ，アメリカ 100.0/ 82.2/ 16.9 
レアアース 1アメリカ，インド，ソ連，オーストラリア，プ
ラジル 93.81 5.2| 6.5 
セ レ ン Iチリ，カナダ；アメリカ，ベルー，ザンビア 62.51 10.21 -
銀 Iソ連，カナダ，アメリカ，メキシコ，オーストラリア 83.61 1.8| 19.7 
タンタル Iぢ芦’ナイジェリア，クイ，マレーシア9 |85.4| 56.9| 6.9 
テ Jレ ル Iチリ，アメリカ，カナダ，ペルー，ザンビア | 59.2I 12.7| -
す子 Iィンドネシア，中国，マレーシア，クイ，ソ連I64.51 2.01 25.0 
チ 夕 ン Iプラジル，インド，カナダ，ノルウェー，南ア I80.ll 12.01 1.9 
タングステン I中国，カナダ，ソ連，北朝鮮，オーストラリア I79.71 0.21 65.1 
バナジウム I應そ’ソ連，オーストラリア，チリ，フィンラ |98.2/ 49.41 46.0 
ジルコニウム 1オーストラリア，南ア，アメリカ，インド，ソ連 I90.31 22.01 10.s 
（注） 米国務省鉱山局の資料 (1980年）等から算出されている。
（出所） 矢野俊比古・天谷直弘監修「エネルギーの安全保障と経済性」第一法規
出版， 1984年， 179ページ。
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第8表主要レアメクルの生産状況 （単位：％）
鉱種名 上 位 5 ヵ 国 名 議51南部ア1共産圏シフリカ シ ア
ェア シェアエ
アンチモン Iポリビア，南ア，中国，ソ連，カナダ 1 70.9| 18.2I 31.8 
ベリリウム I共産圏，プラジル，アルゼンチン，ジンバプエ I99.2/ 1.61 65.0 
ピスマス l;i繭トラリア，メキシコ，日本（？），ペルー• |89.51 12.41 12.4 
ク ロ ム．l南ア，ソ連，アルバニア， トルコ，ジンバプエ I79.61 43.sJ 36.3 
コ ゞル ト1ザイール，ニューカレドニア，オーストラリア 9 | 77 9| 60 7| 11 2 
ノ ザンビア，モロッコ . . . 
二 オ プ Iプラジル，カナダ，ソ連，ナイジェリア，クイ I98".0I 0.1 6.6 
ガリ ウム 1アメリカ，西ドイツ，フランス，オーストラリ |91oi - 1 
ァ，ハンガリー ・ 4.9 
ゲルマニウム Itイール，アメリカ， イタリア，ソ連，ナミヒ•| 76.21 36.91 9.9 
金 I巴了’リ;・雙，カナダ，パプア・ニューギニア. I 89.81 so叫20.5 
ィンジウム 1名条｛も‘ノ連，ペルー，アメリカ，メキシコ' |52.51 -I 12.5 
リチウム Iアメリカ，ソ連，中国，ナミビア，ジンバプエ I99.71 11.11 21.2 
マンガン I~連，南ア，ガボン，プラジル，オーストラリ |82.31 29.61 37.0 
水 銀I尉連，スペイン，アルジェリア，アメリカ，中| 92.4/ - / 47.2 
モリブデン Iアメリカ，カナダ，チリ，ソ連，中国 I 97.91 - I 12.0 
ー ケル 1ソ連，カナダ，オーストラリア，ニューカレド| 70 1| 
ーツ —ァ，キューバ ・ 8.2| 27.9 
白 金 族 Iソ連，南ア，カナダ，コロンビア，アメリカ I 99.21 47.51 47.5 
レアアース 1アメリカ，オーストラリア，ソ連，インド，ブ| 95 5| 
フ一ソ． Jレ ' 0,51 8.0 
セ レ ン Iカナダ，アメリカ，チリ，ソ連，ザンビア I 66.o/ 15.5/ 14.5 
銀 | gシコ，ソ連，カナダ，ペルー，ォーストラ| 57.81 4.0, 13.3 
クンクル Iタイ，ソ連，カナダ，マレーシア，プラジル I 78.61 5.1 15.6 
テ Jレ ル Iアメリカ，チリ，ソ連，アフリカ，カナダ I 70.91 20.01 10.9 
すず 1:~ ーシア，ソ連，クイ，ポリピア，ィンドネ| 71.2| 3.8| 13.9 
チ ク ンI!，―沿ラリア，カナダ，ノルウェー，アメリ |85.91 3.1 7.3 
クングステン I中國，ソ連，クイ，アメリカ，ボリビア I 60.81 1.91 45.6 
バナジウム I南ア，ソ連，アメリカ，フィンランド，中国 I 95.0I 36.71 36.1 
ジルコニウム 1iー ズトラリア，アメリカ，ソ連南ア，イン |98.11 8.31 10.2 
（注） 米国務省鉱山局の資料 (1980年）等から算出されている。
（出所） 前表に同じ， 181ページ。
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第9表 先進工業諸国の金属鉱物資源消費に占める輸入の割合ー1977年
（単位：％）
鉱 種 名 I アメリカ 1 日 本 |EC諸国 コメコン諸国
鉄 鉱 石 48 100 82 
I 
5 
ボーキサイト 91 100 97 28 
銅 13 97 100 4 
鉛 13 78 76 3 
亜 鉛 57 74 91 ， 
二 ツ ケル 70 100 100 13 
コパル 卜 97 100 100 68 
マン ガン 98 99 100 3 
ク ロ ム 91 98 100 2 
銀 36 71 93 10 
（出所） 第6表に同じ， 3ペー ジ。
第10表 主要先進国の南アフリカ共和国からの主要レアメタル資源の
輸入状況
鉱 種 名 I日 本アメリカイギリス 1西ドイツフランス 1イクリア
金 66 5 18 6 59 
アンチモン 6 約90 15 
ク ロ ム鉱 52 48 79 66 24 23 
フェロクロム 71 79 18 54 37 33 
マンガン鉱 35 4 46 73 41 52 
フェロマンガン 45 46 ・4 1 18 
マンガン（金鉱） 31 74 52 54 73 
ニッ ケル 18 4 17 14 23 
バナジウム 90 87 6 20 
白 金 族 28 55 58 ， 17 52 
ジルコニウム 7 1 7 16 2 1 
アスペストス 34 4 18 12 8 49 
ホクル石 27 23 12 
（注） 各数字は各国総輸入量のうち南アからの輸入量分の百分率を示す。金属鉱
業事業団の資料 (1982年4月）による。
（出所） 第7表に同じ， 183ペー ジ。
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国が主要レアメクルの輸入分のうちどの程度を南アに仰いでいるか，
分率を示すのが第10表である。
ところで，西側先進諸国のうちにあってレアメクルの自給率の低さに対す
る警戒の要を最も強く唱えてきたのは，アメリカだとみられる。先にも指摘
レアメクルの確保は経済安保のみならず軍事安保にとっても肝要
事と聡識されているのであって，だからこそ，資本主義世界の軍事的指導者
の任にあたってきた同国がレアメクルにかかわる国際情勢の変化に対して西
欧・日本以上に敏感に反応するところとなったのであろう。東西軍備競争の
主要金属の米ソ自給度比較
その百
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（出所） BusinessWeek, July 2, 1979, P-48. 
希少金属（レアメタル）をめぐる問題状況（坂井） （173)75 
主役のアメリカとソ連を取り出し，両国の主要金属自給度を比較してみれ
ば，第3図のようになる。ソ連の方は，重要金属のほとんどが自給自足の可
能な状態であり，加うるに多くの金属について東側諸国さらには西側諸国に
対しても輸出をおこなうだけの余力を有している。それが東側の経済的・軍
事的結束の1つの保障になっているわけであるが，他方アメリカの側はと言
(10) 
うと，自国の需要を自ら充足できるような種類の重要金属はほとんどない。
端的には，アメリカは，先進資本主義諸国同士の間での主要金属なかんずく
レアメクルをめぐる争奪戦が，西側における自国の経済的・軍事的優位を掘
り崩すこと，そしてそれが東西軍事バランスの東側に有利な傾斜を帰結する
こと，を憂慮せざるをえない苦境におかれているのである。
?
もちろん，レアメクルの輸入依存度が高いからと言って，それが直ちに当
該国にとっての致命的弱点を意味するわけではない。代替原材料が存在した
り，廃用金属の再生利用が容易である場合，国内での増産の余地が大きい場
合，海外の供給源が多数あり輸入先の切り換えが簡単にできる場合，主たる
供給源が政治的に安定した友好国である場合，あるいは長期にわたる輸入途
絶に耐えられるだけの備蓄がすでに達成されている場合等であれば，自給率
が低くても事はさして深刻ではない。問題になるのは，硯在のところ有力な
代替物資がなく，少数の非友好的ないし政情の流動的な国にその供給を仰が
なければならず，かつまた備蓄が不十分なケースであって，アメリカに関し
(11) 
てみれば，クロム，白金族金属コバルト，マンガン等がこれに該当する
（名前をあげた金属鉱物資源のどれもが南部アフリカとソ連に集中的に賦存
している。ソ連の側はアメリカとは対照的に，そのうちコバルトを除き相当
(10) ソ連は27の戦略鉱物資源のうち震母，すず，ポーキサイト，ァンチモン，滑石
を除く21種について自給可能だが，アメリカの方は自給できるのは 5種のみ。森
路英雄「米ソ地球支配」サイマル出版会， 1983年， 152-153ペー ジ。
(11) B. 0. Szuprowicz, op. cit., p. 21. 
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量の輸出をおこなっている）。
さて，アメリカが上記レアメクル類に死活的な重要性を見い出すようにな
る上で直接の契機をなしたのは， 1978年に生じた「コバルト・ショック」で
あった。すなわち，アンゴラから侵入した兵力によって資本主義世界のコバ
ルト需要の約6割を満たしていたザイールのコルウェージ鉱山が占領され，
同鉱山からの供給が中断したために，国際コバルト市場において品薄による
価格急騰 (1ボンド当たり 6ドル→30ドル）が結果された，という出来事で
(12) 
ある（フランス ベルキーの出兵により占領は短期間で解除されたか，価格
は以後も高水準にとどまる）。補足しておくと， 1975年にボルトガルから独
立したアンゴラは，翌年にソ連と友好協力条約を締結している。また，同国
内には，政権維持への協力を目的に今日でも約2万のキューバ兵が駐留して
いると言われる。さらに加えて，コルウェージ鉱山占領事件の直前にソ連が
コバルトの大量買い付けを実施した，という観測がなされてもいる。これら
が総合されるときには，それがどの程度的を射ているのかは判定すべくもな
いが，アメリカの側では次のような見方が浮上してくる。キューバを「代理
介入者」としてアンゴラを前進基地化するのに成功したソ連が，南部アフリ
カのコバルト鉱山を支配下におさめようとする行動に乗り出した，少なくと
もソ連はコバルトの価格操作を意図し，かつそうするだけの力があることを
(13) 
証明してみせたのた。
アメリカの懸念の種は，コバルトだけにはとどまらなかった。第4図に
1978年6月以後の 1年間における各種金属の価格の変動ぶりが描かれている
が，コバルトほどではないとはいえ，マンガン，モリブデン，ニッケル，白
金も軒並み相当の価格高騰を記録している。この事態は，ソ連が西側諸国に
対するレアメクル類の輸出を減らしたこと，および従来は西側諸国にとって
(12) 阿曽沼広郷「脆弱性からの脱脚めざせ—希少金属資源とわが国の安全保障」
「世界週報」 1983年1月25号。
(13) 加藤英明，ケネス・エーデルマン「鉱物資源戦争」学陽書房， 1982年， 29-
31, 37-39ペー ジ。
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（出所） ibid.,p. 50. 
の排他的な供給源であった南部アフリカからのソ連の輸入が開始されたこと
（「第三世界」の親ソ諸国の鉱業プロジェクトヘのソ連の参加も活発化）
結びついているが，かかるソ連の鉱物貿易パクーンの変化は，
には，レアメクルの世界価格を動かして利益を得ようとするソ連の投機行為
と映るところとなった（ソ連の鉱物貿易パクーンの変化の原因を同国におけ
るレアメタル消費の急増に求める論者もいないわけではない。
一時的なソ連の投機ではなくて，石油についでのレアメタルの「供給不
足時代」の到来が強調されることになる。ただし，南部アフリカの鉱物資源
開発に関与する中でソ連の価格操作力が強まってきている，とみなされる点
(14) 
は同じである）。
1980年には，世界のクロム埋蔵量の約3分の1を有するジンバプエ（南ア
につぐ第2位の埋蔵国）が独立する。周知の通り，同国の政権はムガベ首相
?
アメリカの目
その場合に
は，
のひきいる左翼勢力によって担われる経過となる。 さらに続いて， ナミビア
(14) "Russia's Sudden Reach for Raw Materials," Fortune, July 28, 1980. 
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の政治情勢の不安定化があらわれる。事ここにいたってアメ リカは， ソ連の
南部アフリカヘの浸透がいよいよ最終かつ最大の目標である南アフリカ共和
国を直接の対象とする段階にまで行き着いたものと解し，大いに警戒心を高
めることになる。南アフリカ各地に軍事的介入のための拠点を固めたソ連
は，軍事的脅迫の圧力下で南部アフリカ諸国をまるごとコメコン貿易に編入
しようと図るかもしれない，そうなればソ連は世界のクロム，白金族金属，
バナジウムの埋蔵量のほぽ全部，マンガンの 8割以上をその指揮下におさめ
る形になる（第5図），アメリカと西側諸国の経済的・軍事的生命線がソ連
の手に握られてしまう一ーアメリカが南部アフリカを1980年代における東西
(15) 
対決の決戦場と位置づける理由は，これである。
若干の補足を施しておきたい。ソ連が南部アフリカ諸国を巻きこんでクロ
第5図 ソ連および南部アフリカに賦存が集中する鉱物資源とその集中度
ソ連
南部アフリカ
白金族金属
クロム鉱
バナジウム
（出所） Fort皿 e,July,28, 1980, p.43. 
(15) B. 0. Szuprowicz, op. cit., p. 135. 
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マンガン
工業ダイヤ
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ム，白金族金属等の生産国カルテルを樹立する恐れを語る論者達であって
も，必ずしも西側諸国のレアメクルの輸入がそのために長期にわたって途絶
するものと考えているわけではない。ソ連自身が，西側から工業製品や農産
物を輸入するのに必要な外貨を獲得するために余裕のある鉱物の西側向け輸
出を続けざるをえない，という事情を抱えているし，鉱物輸出が経済を支え
る主柱になっている南部アフリカ諸国の場合には，西側市場の重要性がなお
のこと高いのが実情だからである。ただし，そうであるにしても，供給の一
時的な中断と価格急騰の脅威は残る。もう一言追加しておけば，先進資本主
義諸国間でのレアメクルの入手競争が予想されるだけにソ連主導の生産国カ
(16) 
ルテルの力は強まりやすい，との隠識になる。
5 
幾種かのレアメクルの供給中断に対する脆弱性を自覚したアメリカの産業
界および政府は，どのような対策を講じてきたのか。続いて，それをざっと
みておこう。
まず第1に，脆弱度の高い種類のレアメクルを他の金属や非金属材料で置
きかえる努力。たとえばジェット・エンジンの回転羽根にコバルトにかえて
ニッケルの合金を用いようとする試みが，それである。もっとも，その場合
にはコスト増が避けられないので，当該レアメクルの価格がよほどはね上が
った事後でないと（上の例ならコバルト価格が1ボンド当たり45ドルの線を
突破したとき），そうした転換が一般化するとは考えにくい。しかも，航空
機部品に使われるクロムがそうであるように，効果的な代替物資がまだみつ
(17) 
かっていないものも多いのが現実なのである。
第2に， リサイクリング強化の努力。実は環境保護面やエネルギー・コス
トの面での有利さも手伝って，アメリカではオイル・ショック以後，金属の
(16) "Now the Squeeze on Metals", Business Week, July 2, 1979. 
(17) Ibid. 
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再生利用がかなり活発に追求されたのであって（一例をあげると，鋼鉄の場
合には再生利用であれば鉱石から生産するさいの半分ないし3分の1のエネ
ルギー消費ですむ）， 80年代初頭には同国の生産量のうち銅は4割，ステン
レス・スチールは3割，アルミニウムなら4分の1，が再生金属によって占
められるまでになっていた。とはいえ，それがそのままレアメタルにも妥当
すると考えるのでは楽観的にすぎよう。電子機器のスクラップから各種の微
量のレアメクルを弁別して回収するような複雑な技術が求められる以上，廃
品の収集費用に加えて大がかりな資本設備の必要がコストに大きくはね返ら
(18) 
ざるをえないものと思われるからである。
第3に，金属の浪費を少なくする製造工程・技術の導入。粉末冶金の方法
の採用やコンピューターを用いた工程の配置・管理等がこれにあたるが，ゃ
(19) 
はり資本設備の高価さが普及上の無視しがたい溢路を形づくっている。
第4に，米モンクナ州のクロムや白金，カナダのニッケルといった北米大
陸での新鉱開発の促進。これに関しては，環境・土地利用問題とともに，低
品位鉱（たとえばモンクナのクロム鉱石の金属含有度は南アのそれの半分）の
(20) 
採掘・精錬が多量のエネルギー消費を予定する点が，重大な困難となろう。
ちなみに，理論的には，エネルギー資源が無尽蔵であればどんな低品位鉱で
あろうと処理されうる．のであるが，硯実には実にそのエネルギー資源をめぐ
っセ「第1の資源問題」が紛糾を続けているのである。したがって，鉱石の
品位が下がれば下がるほど所要エネルギー量が加速度的に増大する関係（第
6図）が厳存するもとでは，エネルギー・コストが速やかに禁止的水準に達
することを想定せざるをえない。この意味で，金属鉱物資源問題は窮極的に
. (21) 
はエネルギー資源問題に帰着する，と言っても決して過言ではない。
第5に，太平洋をはじめ水深4,000~6,000メートルの深海底に賦存してい
(18) B. 0. Szuprowicz, op. cit., pp. 206ー 207.
(19) "Now the Squeeze on Metals". 
(20) Ibid. 
(21) 黒岩俊郎「資源問題入門」日本経済新聞社， 1976年， 42ペー ジ。
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（出所）逸見謙三・立花一雄監訳『アメリカ合衆国政府特別調査報告・西暦2000年の地球』
第1巻，家の光協会． 198oilら300ペー ジ。
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第11表 陸上資源とマンガン団塊の比較 (1978年）
（単位：千トン）
三マ（猛；ン 17ぷ 息 I コバルト(Co) 
世埋界の蔵陸上鉱量山~Aの~ I 2,800,000 I 60.0001 49s,ooo I 3,000 
世生界の産年間量鉱(B石) | 9,580| 6441 7,860 I 32.5 
静的耐用年数 (A/B) I 約292年l 約93年I約63年I 約92年
陸上鉱山の平均品位 l 40~50彩 |0.4~1.0彩 I 0.5彩 |0.07~0.1彩
マ 推定埋蔵量(a) | 3,500,000 | 16s.ooo I 140,ooo I 35,000 
ガン芭会平 世界の年閻消費量(b) I 9,580| 6501 9,4801 21 
団 埋消蔵費量したを硯場状合(ののa寿/まb命ま) 約365年 約258年 約15年約1,670年
塊 1 平均品位 1 25% 1 1.2% I 1.0彩 I 0.25彩
（出所） 第7表に同じ， 256ペー ジ。
るとみられる多金属団塊（いわゆる「マンガン団塊」，総量の推定は2兆卜
ン近くから百数十億トンまで論者によってまちまちであるが，最も低い推定
値をとっても団塊に含まれるマンガン，ニッケル，コパルトの量は既知の陸
上埋蔵量を優に上回る—第11表）鉱床の開発促進。マンガン団塊は1870年
代にイギリスの海洋調査船によって偶然に発見されたものであるが，アメリ
カの企業がその科学的研究に着手したのはずっと後のことで， 1950年代末か
ら60年代にかけて。 70年代の前半になれば，アメリカ企業の主導下で国際的
コンソーシアムが形成され，深海底マンガン団塊の採取・精錬が試験的にお
こなわれだす（第12表）。こうした動きを加速化して早期に生産規模を拡大
させようという次第なのであるが，現実はそううまくは進捗していない。す
でに団塊採取技術は実用可能となっているにもかかわらず，商業ベースでの
生産の開始見込み時点は先にずれこむ傾向にあり， 1977年段階では82年から
85年の間に本格的開発が開始されるものとみる向きが多かったのに，硯在で
は1990年以前の団塊開発はほぼ絶望視されている有り様なのである。海底領
有をめぐる先進工業諸国と第三世界諸国との利害対立の影響もあるが，最大
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第12表海洋鉱業のコンソーシアムとジョイント・ベンチャー
名称・会社名
ケネコット・コンソーシアム
ケネット・コパー
BP 
RTZ 
コンソリデーティド・ゴールド・フィールズ
ノランダ・マインズ
三菱
オーシャン・マネジメント社
ィンコ
AMR 
Sedco 
DOMCO 
オーシャン・マイニング連合（サービス契約：ディープシ
ー・ベンチャ一社）
U.S.スチール
ユニオン・ミニエール
サン・オイル
オーシャン・ミネラルズ社
ロッキード・ミサイルズ＆スペイス
スタンダード・オイル・オプ・インディアナ
ロイヤル・ダッチ・シェル
ボス・カリス・ウェストミンスクー
団塊探査プランス連合
CNEXO 
CEA 
BRGM 
SMN/SLN 
シャンティエ・デ・フランス・ダンケルク
CLBグループ
オーストラリア，カナダ，フランス，西ドイツ，日本，
アメリカを含む6カ国の約20社。採掘方法の開発。非営
利化。
（出所） 第2表に同じ， 225ページ。
I~ば I 国名
50 アメリカ
10 イギリ、ス
10 イギリス
10 イギリス
10 カナダ
10 日 本
25 カナダ
25 西ドイツ
25 アメリカ
25 日 本
33% アメリカ
33% ペルギー
33% アメリカ
不明 アメリカ
不明 アメリカ
不明 オランダ
不明 オランダ
不明 フランス
不明 フランス
不明 フランス
不明 フランス
不明 フランス
84(182) 第 29巻第 2 号
第13表 先進資本主義諸国の鉱物資源備蓄制度の概容
I 日 本 I 米 国 I イギリス
備蓄対象物資
0銅，鉛，亜鉛，アルミ 備蓄戦略物資93品目（アル 産業省を中
ニウム（金属鉱産物輸 ミニウム，銅，鉛，亜鉛， 心に生産
入安定化備蓄） クロム，コバルト，ニオプ， 者，消費者
〇ニッケル， クロム， ク マンガン，モリプデン，チ （ユー ザー ）
ングステン，コバルト， タン他） 銀行， トレ
モリプデン（特殊金属 ダーー が参：
備蓄） 加して協誤
0輸入鉱石の安定引き取 戦略備蓄 中
備蓄目的 り一銅，鉛，亜鉛， ァ 合金鉄の原
ルミニウム 料，石油化
0需給の安定ーNi,Cr, 学に必要不
W,Co,Mo 可欠な原料
備蓄目標
大規模な戦争が起こった場 (Ni, Cr, 
合最初の3年間必要物資を Co, Mn, 
供給できる量 Mo, V,Nb, 
Pt等）があ
備蓄実績
亜鉛(45日）を除き， 2~ 対象93品目について総額 がっている
6日分の備蓄量 126億ドル（硯在時点）の備
1982年度から 5品目につ 蓄を実施，今後20年間に150
き，約10日分の備蓄を培 億ドルの拡充を目ざす
強の予定
備蓄関係機関
0金属鉱産物備蓄協会一 0連邦緊急管理庁(FEMA)
銅，鉛，亜鉛 0一般調達庁(GSA)
0軽金属備蓄協会ーアル 他
ミニウム
0特殊金属備蓄協会一
Ni, Cr, W, Co, Mo 
運営方式
0金属鉱産物備蓄 0備蓄関連政策，企画の立
0特殊金属備蓄 案は FEMAが，購入，
官民の出資金の果実を 保管，放出の実施はGSA
備蓄資金に充当 が行う
0国家安全保障会議
新備蓄物資の追加及び特
別物資備品増減について
FEMAとは独立に決定，
年間物資計画の承認
（出所） 「世界週報」 1983年1月25日号， 19ペー ジ；
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フ ラ ン ス I 西 ドイ ツ I スウェーデン
輸入依存度の高い金属 クロム，マンガン，バナジ ＜経済備防衛蓄＞＜平和備時蓄用＞ 
（銅，コパルトを含め30物 ，，，ム，コバルト，ブルー ア
資といわれる） スベスト（現在時点では，
燃品学等か料，品目ら薬約選，の5品食金定,う3，料化属00 ち CoV南い入るシ凸金アェまさ,Mたれ属のア）nは生のて(,C産高輸い, 
実施されていない）
国家の安全保障 経済安全備蓄 戦時または 平和時にお
（輸入鉱物の供給途絶に対 これに近い ける供給不
応，とりわわけ南部アフリ 危機に対応 足に対応
カ地域に注目）
明らかにされていない 国内消費量の 1年分 想定される
1Cv分月982r,分oC年，, o : までに戦時期間 : 2カMn, 
1カ月
22億フラン規模の備蓄を実 なし (1982年4月現在，協 金属(Ni,Cr鉱，合金，鋼
施している（詳細不明） 会はまだ設立されていな 板）
い） 4億4,500万クローネ
(1978年6月現在）
国家 備蓄協会 商務省経済防衛庁
（民間に協力負担を求めな （参加企業と政府との間に
い） 設立）
0備蓄必要資金のファイナ 0協会内に官民合同の委員 0買い入れー政府は直接
ンスを行う CFMPを設 会を設置，買い入れ，放 民間取引に介入し，物
立 出等の決定を行う 資を購入
0買い入れ・放出はGIRM 0備蓄積み増しは市場への （但し，国内市場に影
が実施 影響を考慮し4~5年で 響のないよう配慮）
0政府は CFMPに対し利 実施 〇 放出
子補給 0放出は物理的供給途絶時 第1段階直接企業に
に限定 対して放出
0政府は協会に利子補給 第2段階市場に放出
更に危機が続くと配給
制の実施
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第7図 アメリカの国家備蓄の達成状況
（年分）1
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の原因は，資本設備と運転コストが高くつくために団塊開発事業が容易には
(22) 
採算ベースに届きそうにないところにある。
最後に，レアメクルの国家備蓄の増強努力。アメリカでは第2次大戦後，
「1946年戦略・重要物資備蓄法」にもとづいて，国家的緊急時における重要
原材料の需要を賄うための国家備蓄が実施されてきたが，実態は価格の乱高
下を調整する「経済備蓄」に近かったものとみてかまわない。ところが，ォ
イル・ショックを経ると，備蓄の主目的がはっきりと安全保障維持に定めら
(23) 
れるようになる。現在では 3年間の通常戦争を通して軍需工場を稼動させう
ることを目途に93種の重要物資の備蓄が進められているが，事実はと言え
(22) G. Chouraqui, La Mer Confisquee, 1979.（千代浦昌道訳「海洋資源戦争」
ダイヤモンド社， 1981年， 21,57, 116-117, 135-136ペー ジ。）
(23) 阿曽沼，前掲論文。
希少金属（レアメクル）をめぐる問題状況（坂井） （185)87 
ば，公式目標に遠くおよばない品目も少なくない。クロム，コバルト，白金
族金属がそろって未達成品目の中に入っている点に注目されたい。なお，ア
メリカは，供給逼迫時に西側諸国がレアメクル確保の必要に迫られてソ連に
対して政治的譲歩をおこなうのを恐れて，西欧・日本にも備蓄に努めるよう
繰り返し要請してきた。各国の備蓄制度の大要は，第13表の通り。
6 
メタル・ショックをにらんだアメリカの対応策は，備蓄を除けばそのどれ
もがレアメクルの価格が急激に上昇しないかぎり軌道に乗りにくい性質を有
しており，それゆえ今のところ予定通りの実績をあげるにはいたっていな
い。頼みの綱の国家備蓄にしても，まだまだ心もとない水準にある。
そうした事情があってのことであるが，アメリカでは次第に軍事力の行使
に期待をかける意見が根をはってきているかにみえる。いわく， ソ連は南部
アフリカのレアメタル資源の制圧を通じて西側諸国との戦争なしに西側の軍
事的・経済的屈服をものにしようとしている，だがそのソ連の「資源戦略」を
西側が座視しているわけはないのだから実際には東西間の戦争が避けられな
くなる。戦争の脅威を喧伝してソ連の動きを牽制しようとする論調である。
輸をかけて好戦的な主張も圏められる。南部アフリカの資源を西側諸国の
ために排他的に占有しようとするのであれば，最も効果的な方法は，必要時
に同地域を占領する任務を担う国際軍を他の先進資本主義諸国の協力を得て
(24) 
創設することだ一「予防的占領」論と呼んでもよい。
レアメタルをめぐる米ソの角逐を指して，「資源戦争」なる表硯が用いら
れる場合が多くなっている。そのさいに「戦争」という語が，単なる競争関
係にとどまらず，正味の軍事的対決をも包みこむようになってきている事情
を看過してはなるまい。なお，ややうがった見方であるが，南部アフリカで
のレアメタル絡みの紛争の種をまくのはソ連ではなくてアメリカの方だ，同
(24) B. 0. Szuprowicz, op. cit., p.148. 
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国はそれによってレアメクル価格を上昇させ深海底マンガン団塊の開発を採
(25) 
算ペースにのせようともくろんでいるのだ，とする主張も一部に存在する。
(25) 森路，前掲書， 163-166ページ。
